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人的創造性向上と連動して、価値創造と生産性・創造性向上

を支えるDX（デジタルトランスフォーメーション）を進化させ

ています。

　ブリヂストン流DXのテーマは、「より大きなデータで、より

早く、より容易に、より正確に」です。現場密着型の技術サー

ビスにより得られた市場・顧客データや、経験則にもとづく

実験・実証により培ってきた技術、開発データなどの強い「リ

アル」に「デジタル」を融合させることで、独自のシミュレ―

ションやアルゴリズムなどを活用し、イノベーションを加速す

ることを目指しています。

　これまで、2000年代から、素材領域におけるマテリアルイ

ンフォマティクスや、製品開発におけるシミュレーション技術、

AIを実装したタイヤ成型システム「EXAMATION」の導入な

ど、徐々にデジタル力をモノづくりへ取り入れると共に、エン

ジニアリングチェーンへデータを繋ぐことで断トツ商品の開発

に貢献してきました。これらをさらに進化させると共に、AIを

活用した独自のアルゴリズム構築によるソリューションの提供

など、バリューチェーン全体を繋ぎ、断トツ商品の価値を増幅

することで、社会価値・顧客価値を創造するDXを進めています。

　このDXを支えるのが、グローバルデジタル人財です。リス

キングを含めた社内研修の拡充や大学などパートナーとの共

創を通じて、グローバルで2023年 約1,600人から2026年

に2,000人レベルまで拡大することを計画しています。

全社員がデータの意味やデジタル技術の特性を理解し業務に活かして新たな価値を創造できるよう
にすることを目指し、デジタル人財育成プログラムを企画してきました。これまでデジタル技術に触
れてこなかった方でも学び始められるように、初級から上級まで体系的に学べるレベル別の研修プ
ログラムを構築しています。この研修プログラムではブリヂストン独自の課題やデータを事例として
取り入れることで、研修コンテンツを自分事として捉え、学習効果を高められるよう工夫を行いました。
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（上級・中級）
2023 年 約 1,600 人、2024 年 1,700 人
　　　　　→ 2026 年 2,000 人レベル 社内研修の拡充／パートナーとの共創 生成 AI を活用した生産性・創造性向上

―業務効率化―
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24MBP ビジネス具体化シナリオ：良いビジネス体質を創る




